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議案審議の結果一覧　 6月定例会
議 案 名

※議長井俣憲治は採決に加わらない
○…賛成　×…反対

審
議
結
果

石
橋
直
季

國
府
田
さ
と
み

新
家
光
江

西
尾
隆
男

加
藤
達
雄

い
し
い
ゆ
み

加
藤
宏
明

若
松
孝
行

水

川　

淳

井
俣
憲
治

加
藤
啓
二

近
藤
鑛
治

若
園
ひ
で
こ

門
原
武
志

箕
浦
克
巳

星
野
靖
江

農業委員会の委員に占める認定農業者等又はこれらに準ずる者
の割合を４分の１以上とすることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○
農業委員会の委員の任命について（※） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○
農業委員会の委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○
農業委員会の委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○
農業委員会の委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○
農業委員会の委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○
農業委員会の委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○
農業委員会の委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○
農業委員会の委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○
農業委員会の委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○
農業委員会の委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○
固定資産評価審査委員会の委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○
東郷町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○
東郷町消防団員等公務災害補償条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ╳ ○ ○
東郷町地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の
一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○
損害賠償の額の決定及び和解について 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○
ギャンブル等依存症対策の抜本的強化を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○
※同一議案名ですが、個々に同意を求める人事案件のため、すべて別議案として審議しました。

平成29年第２回定例会（６月議会）が５月26日から６月19日までの25日間の日
程で開催されました。６月定例会では、農業委員会の委員に占める認定農業者等又
はこれらに準ずる者の割合を４分の１以上とすることについての他、14議案と専承
１件、意見書１件が提出され、審議いたしました。それら議案の審議結果は結果一
覧表をご覧下さい。

東郷セントラル地区の
地区計画を決定

緑豊かなゆとりある街並みを実現するため

6 月 定 例 会
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ギャンブル等依存症対策の抜本的強化を求める意見書
　昨年末に成立した「特定複合観光施設区域の整備の推進に関
する法律」の衆参内閣委員会における附帯決議では、ギャンブル
等依存症の実態把握のための体制整備やギャンブル等依存症患
者の相談体制と臨床医療体制の強化などを政府に求めている。
政府はこれを受け、ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議
において検討を進め、本年₃月には論点整理を発表したところ
である。
　これまでにも、ギャンブル等依存症による自己破産、家庭崩
壊、犯罪などの深刻な問題があったにもかかわらず、政府はそ
の実態を十分に把握して来なかった。
　政府においては、ギャンブル等依存症の実態把握を進め、論
点整理等を踏まえたギャンブル等依存症対策基本法の制定など
の抜本的強化に取り組むことを強く求める。

記
₁．公営ギャンブル等は、所管省庁が複数にまたがり、しかも

規制と振興の担当省庁が同一であるため、一元的な規制が
困難な側面があり、ギャンブル等依存症対策の十分な実施
が望めないことから、ギャンブル等依存症対策の企画立
案、規制と監視を一元的に行う独立組織の設置を検討する
こと。

₂．₃月の論点整理等を踏まえ、ギャンブル等依存症対策につ
いて、相談支援や医療提供体制等を含む具体的な対策や実
施方法を早急に検討すること。

₃．ギャンブル等依存症対策の法制化を進めるにあたり、すで
に施策が進められているアルコール依存症や薬物依存症の
取り組みと合わせ、さらに依存症対策の深化を図ること。

以上、地方自治法99条の規定により意見書を提出する。

平成29年₆月19日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛知県東郷町議会
（提出先）
内閣総理大臣　　
内閣官房長官　　

　
消
防
団
員
の
公
務
災

害
補
償
の
基
準
額
の
扶

養
家
族
に
対
す
る
加
算

を
、
子
ど
も
に
つ
い
て

増
額
す
る
の
は
必
要
だ

が
、
総
額
は
そ
の
ま
ま

に
、
配
偶
者
に
つ
い
て

の
加
算
を
減
ら
す
こ
と

で
そ
の
財
源
を
手
当
て

す
る
と
の
こ
と
で
反
対

す
る
。

	

（
門
原
武
志
　
議
員
）

　
地
権
者
の
方
を
は
じ

め
町
民
の
思
い
の
こ
も

　
我
々
も
ギ
ャ
ン
ブ
ル

等
を
因
と
す
る
お
悩
み

を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ

り
、
決
し
て
他
人
事
で

　
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

法
律
の
改
正
に
伴
う
新
制
度

で
の
は
じ
め
て
の
任
命
。

任
命
さ
れ
た
農
業
委
員

（
敬
称
略
）

寺
澤
　
秀
治
　
石
川
　
剛
弘

加
藤
た
か
子
　
石
川
　
裕
二

石
川
　
博
康
　
和
田
　
公
路

山
本
あ
ゆ
み
　
石
川
　
正
利

野
々
山
増
己
　
河
田
　
晴
美

選
任
さ
れ
た
委
員（
敬
称
略
）

石
川
　
卓
也

人
事
案
件

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
全
員
賛
成
で
同
意
）

（
全
議
案
と
も
全
員
賛
成
で
同
意
）

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

東
郷
町
消
防
団
員
等
公

務
災
害
補
償
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

東
郷
町
地
区
計
画
の
区

域
内
に
お
け
る
建
築
物

の
制
限
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
の
委
員
の

任
命
に
つ
い
て
（
10
議

案
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
の
委
員
の
選
任
に

つ
い
て（

全
員
賛
成
で
可
決
）

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症

対
策
の
抜
本
的
強
化
を

求
め
る
意
見
書

反
対

賛
成

賛
成

っ
た
ル
ー
ル
に
よ
っ
て

ま
ち
づ
く
り
が
進
む
。

名
古
屋
市
に
次
い
で
定

め
ら
れ
た
緑
化
率
の
ル

ー
ル
等
に
よ
っ
て
、
ゆ

と
り
あ
る
街
並
み
の
形

成
、
自
然
と
調
和
し
な

が
ら
本
町
に
賑
わ
い
を

生
む
こ
と
が
期
待
で
き

る
。

	

（
石
橋
直
季
　
議
員
）

　
こ
の
意
見
書
は
カ
ジ

ノ
合
法
化
へ
の
衆
参
両

院
で
の
付
帯
決
議
が
前

提
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
が
蔓

延
す
る
不
安
を
広
げ
た

国
会
議
員
た
ち
が
ギ
ャ

ン
ブ
ル
依
存
症
対
策
を

　
箕
浦
克
巳
議
員
よ
り
、

14
名
の
賛
同
者
を
得
て

は
な
い
。
今
般
自
公
両

党
に
よ
り
基
本
法
案
が

提
出
さ
れ
た
が
、
早
期

成
立
と
具
体
策
の
早
期

実
施
の
た
め
本
意
見
書

は
意
義
を
持
つ
も
の
と

し
、
新
東
会
と
し
て
賛

同
。

	

（
水
川
　
淳
　
議
員
）

語
っ
た
こ
と
は
本
末
転

倒
の
極
み
だ
が
、
ギ
ャ

ン
ブ
ル
依
存
症
対
策
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
賛

成
。

	

（
門
原
武
志
　
議
員
）

提
案
さ
れ
た
も
の
。
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一

般

質

問

1新家　光江　•ＡＥＤの普及促進について
	 	 　•空き家対策について
2箕浦　克巳　•社会福祉法人制度改革について
	 	 　•民間団体との事業協定について
	 	 　•町の観光協会設立について
3若松　孝行　•部活動指導員について
	 	 　•老人憩の家について
4加藤　達雄　•震災対策について
	 	 　•高齢者福祉について
5水川　　淳　•全国高等学校総合体育大会ボート

競技大会（インターハイ）について
	 	 　•道の駅について
6加藤　宏明　•平成29年度セントラル開発事業に

ついて
	 	 　•バスターミナルについて
	 	 　•ふるさと納税について
7門原　武志　•地震防災について
	 	 　•東郷町施設サービス株式会社のあ

り方について
	 	 　•消防広域化について
	 	 　•国民健康保険の広域化について

8いしい　ゆみ•町長の考える町長と議会・議員と
の関係や住民との関係について

	 	 　•サポートブックについて
	 	 　•高齢者の支援に民間企業の高齢者

優待制度の活用をしては。
	 	 　•いこまい館町民活動支援室につい

て
	 	 　•東郷町施設サービス（株）の今後
9星野　靖江　•人にやさしい道づくりと交通安全

対策について
	 	 　•都市近郊の利便を活かした農産物

の拠点対策について
	 	 　•民生委員制度創設から100年。今

後の考えについて
⓾近藤　鑛治　•東郷町スポーツ推進計画について
⓫石橋　直季　•広報について
	 	 　•尾三地区自治体間連携について
⓬國府田さとみ•いじめ防止における取り組みにつ

いて
	 	 　•要保護児童生徒における就学援助

について

一般
質問 町政を問う ※「一般質問」とは、議題と関係なく

　行財政全般にわたる議員主導による
　政策議論です。

12議員が質問ここが
聞きたい！

【
問
】
本
町
の
現
状
は
。

【
副
町
長
】
公
共
施
設
40
か

所
に
43
台
。
他
に
10
地
区

の
コ
ミ
セ
ン
等
に
も
設
置
。

【
問
】
公
共
施
設
が
休
日
等

で
施
錠
さ
れ
て
い
る
時
は
。

【
副
町
長
】
休
館
日
等
の
場

合
は
使
用
で
き
な
い
も
の

と
考
え
て
い
る
。

【
問
】
学
校
開
放
の
時
は
。

【
教
育
部
長
】
窓
ガ
ラ
ス
を

割
っ
て
校
舎
内
に
入
り
使

用
す
る
。
利
用
の
し
お
り

に
記
し
て
あ
り
、
利
用
責

任
者
に
周
知
し
て
あ
る
。

【
問
】
何
時
何
処
で
も
迅
速

な
救
命
措
置
を
行
え
る
よ

う
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
24
時
間
営

業
の
コ
ン
ビ
ニ
に
設
置
す

べ
き
と
考
え
る
が
本
町
の

見
解
は
。

【
副
町
長
】
民
間
業
者
で
あ

る
コ
ン
ビ
ニ
に
つ
い
て
は

現
在
の
と
こ
ろ
、
町
で
設

置
す
る
考
え
は
な
い
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

【
問
】
本
町
の
把
握
件
数
は
。

【
経
済
建
設
部
長
】
48
件
。

【
問
】
空
き
家
の
利
活
用
を

し
て
、
移
住
・
定
住
を
促

進
す
る
為
に
も
「
空
き
家

バ
ン
ク
」
を
設
立
し
早
目

に
対
策
を
し
た
ら
ど
う
か
。

【
経
済
建
設
部
長
】
現
時
点

で
は
考
え
て
い
な
い
。
な

お
、「
愛
知
県
宅
地
建
物

取
引
業
協
会
」
と
空
き
家

対
策
の
協
定
の
締
結
に
向

け
、準
備
を
進
め
て
い
る
。

新家　光江 議 員

Ｑ：ＡＥＤをコンビニに設置する考えはないか
Ａ：現在のところ、その考えはない

役場窓口に設置してあるＡＥＤ
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一

般

質

問

【
問
】「
セ
ン
ト
ラ
ル
開
発
」

「
道
の
駅
構
想
」
の
事
業

が
進
み
、
今
後
町
を
訪
問

す
る
人
は
格
段
に
増
加
す

る
。
町
の
魅
力
等
を
紹
介

す
る
観
光
協
会
の
設
立
は
。

【
経
済
建
設
部
長
】
研
究
し

て
ま
い
り
た
い
。

【
問
】
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
民
間
に
よ

る
地
域
観
光
づ
く
り
は
。

【
経
済
建
設
部
長
】
観
光
は

地
域
と
行
政
が
一
体
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
課
題
。
商
工
会
さ
ん

を
始
め
地
域
観
光
づ
く
り

に
か
か
わ
り
の
あ
る
方
と

協
力
し
て
研
究
し
た
い
。

【
問
】
近
隣
自
治
体
と
の
観

光
連
携
に
つ
い
て

【
企
画
部
長
】
ま
ず
は
、
町

内
観
光
事
業
を
活
性
化
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す

が
、
将
来
的
に
は
観
光
分

野
で
の
連
携
に
つ
い
て
も

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

民
間
団
体
と
の
事
業
協
定

【
問
】
ま
ち
づ
く
り
に
民
間

団
体
の
お
力
が
欠
か
せ
な

い
が
、
現
状
は
。

【
企
画
部
長
】
特
性
や
資
源

を
相
互
に
生
か
す
官
民
協

働
は
地
域
の
活
性
化
や
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
と

っ
て
重
要
。
で
き
る
だ
け

進
め
た
い
。

【
問
】
災
害
廃
棄
物
処
理
の

応
援
協
定
は
。

【
生
活
部
長
】
愛
知
県
産
業

廃
棄
物
協
会
と
締
結
し
て

い
る
が
、
災
害
廃
棄
物
処

理
計
画
が
未
策
定
で
あ
る
。歴史のある祐福寺の勅使門

箕浦　克巳 議 員

Ｑ：夢のある東郷をＰＲする観光協会の設立を
Ａ：町の情報や魅力を発信することは重要である

【
問
】
そ
の
理
由
は
何
か
。 

【
福
祉
部
長
】
主
に
4
点
あ

げ
ら
れ
る
。
1
点
目
は
建

物
の
老
朽
化
。
建
築
か
ら

40
年
が
経
過
し
、
入
口
や

ト
イ
レ
、
屋
根
な
ど
の
改

修
が
必
要
な
状
態
。
2
点

目
は
、
平
成
24
年
の
耐
震

診
断
の
結
果
、
一
階
部
分

は
耐
震
基
準
を
満
た
し
て

お
ら
ず
、
大
規
模
な
震
災

に
対
し
て
倒
壊
の
可
能
性

が
非
常
に
高
い
施
設
と
さ

れ
て
い
る
。
耐
震
改
修
で

約
4000
万
円
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
や
老
朽
箇
所
の
修
繕
で

1000
万
円
以
上
の
費
用
が
掛

か
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。
3
点
目
は
、
敷
地

の
関
係
で
、
老
人
憩
の
家

が
建
っ
て
い
る
土
地
は
、

尾
三
衛
生
組
合
の
土
地
で

あ
り
、
町
は
使
用
賃
貸
契

約
で
土
地
を
借
り
て
い
る

状
態
で
あ
る
。4
点
目
は
、

尾
三
衛
生
組
合
の
関
係
で

過
去
、
組
合
に
よ
る
温
水

を
活
用
し
た
施
設
に
つ
い

て
言
及
さ
れ
た
経
緯
が
あ

る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

多
額
の
投
資
を
し
な
け
れ

ば
、
利
用
に
適
さ
な
い
施

設
で
あ
り
、
ま
た
、
多
額

の
投
資
を
し
て
利
用
の
継

続
を
し
て
も
、
二
重
投
資

と
な
る
可
能
性
を
否
定
で

き
ず
、
こ
の
ま
ま
町
が
維

持
管
理
を
継
続
す
る
こ
と

は
合
理
的
で
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。

老人憩の家

議 員若松　孝行

Ｑ：老人憩の家は改修か閉鎖か
Ａ：平成 30年度から利用の休止を考えている
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加藤　達雄 議 員

Ｑ：和合に開設した特養「フィロス」の取り組みは
Ａ：地域との繋がり・交流を大切に考えた施設

【
問
】
四
月
に
開
設
し
た
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
フ

ィ
ロ
ス
」
に
、
本
町
初
の

試
み
で
あ
る
介
護
予
防
拠

点
が
併
設
さ
れ
た
。
そ
の

狙
い
と
は
何
か
。

【
福
祉
部
長
】
東
郷
町
民
だ

け
が
入
所
で
き
る
地
域
密

着
型
施
設
で
、
入
所
さ
れ

た
と
き
に
地
域
と
の
つ
な

が
り
が
薄
れ
て
し
ま
わ
な

い
様
な
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
り
、
地
域
の
方
が
気

軽
に
集
え
る
場
所
と
し
て

併
設
し
た
。

【
問
】
こ
の
先
、
こ
こ
で
は

ど
の
様
な
催
事
を
企
画
さ

れ
る
の
か
。

【
福
祉
部
長
】
運
営
法
人
が

独
自
に
行
う
事
業
と
、
町

が
委
託
す
る
一
般
介
護
予

防
事
業
と
し
て
月
に
三
回

の
開
催
が
決
ま
っ
て
い
る
、

内
容
は
、
ヨ
ガ
、
ピ
ラ
テ

ィ
ス
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
介

護
予
防
体
操
、
介
護
予
防

講
座
な
ど
。

震
災
対
策
に
つ
い
て

【
問
】
大
震
災
で
怖
い
火
災

原
因
の
過
半
数
は
、
通
電

火
災
と
言
わ
れ
る
。
感
震

ブ
レ
ー
カ
ー
の
普
及
を
図

る
べ
き
と
思
う
が
。

【
副
町
長
】
簡
易
タ
イ
プ
は

廉
価
で
あ
り
、
防
災
訓
練

の
際
、
中
部
電
力
さ
ん
の

ブ
ー
ス
紹
介
さ
れ
た
。
火

災
対
策
に
は
有
効
で
、
町

広
報
等
で
周
知
を
図
り
た

い
。

4月の開設を前に、うっすらと
雪化粧した特養「フィロス」

【
問
】
既
存
の
道
の
駅
と
は

異
な
る
画
期
的
な
も
の
に

す
る
た
め
、
お
客
様
満
足

を
社
会
的
対
価
と
し
て
い

る
民
間
の
力
は
必
須
。

【
経
済
建
設
部
長
】
魅
力
あ

る
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め

に
は
「
Ｐ
Ｐ
Ｐ
事
業
」
で

民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
用
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】
国
や
県
と
も
協
力
し

て
整
備
を
進
め
る
べ
き
。

【
経
済
建
設
部
長
】
国
・
県

と
と
も
に
お
こ
な
う
「
一

体
型
」
で
整
備
し
た
い
。

【
問
】
パ
ブ
コ
メ
に
は
検
討

委
員
会
と
異
な
る
意
見
も

あ
っ
た
が
考
え
は
。

【
経
済
建
設
部
長
】
ご
意
見

は
受
け
止
め
、
ま
ち
づ
く

り
の
課
題
解
決
に
資
す
る

事
業
で
あ
る
こ
と
を
周
知

し
て
い
き
た
い
。

高
校
総
体
に
つ
い
て

【
問
】
実
行
委
員
会
で
は
何

を
話
し
、
何
が
決
ま
っ
た

の
か
。

【
教
育
部
長
】
基
本
方
針
、

基
本
計
画
、
実
施
要
項
な

ど
。
今
後
は
専
門
委
員
会

で
関
係
機
関
等
と
調
整
を

図
り
、
円
滑
な
大
会
運
営

に
向
け
準
備
し
て
い
く
。

【
問
】
運
営
費
の
考
え
方
は
。

【
教
育
部
長
】
開
催
年
度
の

経
費
に
つ
い
て
は
、
県
か

ら
示
さ
れ
た
補
助
基
準
の

範
囲
内
で
組
め
る
よ
う
調

整
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

施設各所に掲示されている総体のポスター

議 員水川　　淳

Ｑ：画期的な道の駅には民間の力が必須。方策は
Ａ：官民連携事業＝「ＰＰＰ事業」を活用する
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【
問
】
町
が
出
資
し
て
東
郷

町
施
設
サ
ー
ビ
ス
株
式
会

社
を
設
立
し
た
目
的
は
。

【
企
画
部
長
】
多
様
化
す
る

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に

は
、
公
の
公
平
性
、
公
益

性
と
、
民
間
と
同
様
の
技

術
力
と
経
営
能
力
を
持
つ

組
織
が
必
要
だ
と
考
え
た
。

【
問
】
こ
の
会
社
は
町
民
会

館
な
ど
の
指
定
管
理
者
に

な
っ
て
い
る
。
指
定
管
理

者
の
公
募
に
敗
れ
た
と
き

の
経
営
を
考
え
れ
ば
、
公

募
せ
ず
に
こ
の
会
社
を
指

定
す
べ
き
で
は
。

【
副
町
長
】
透
明
性
の
確
保

と
、
民
間
参
入
の
阻
害
を

慎
む
べ
き
こ
と
か
ら
、
公

募
に
よ
り
た
い
。

【
問
】
役
場
庁
舎
の
維
持
管

理
を
こ
の
会
社
と
随
意
契

約
し
て
い
る
理
由
は
。

【
副
町
長
】
町
民
会
館
な
ど

と
の
一
体
的
な
管
理
が
で

き
る
こ
と
と
価
格
の
低
さ
。

地
震
で
の
池
の
被
害

【
問
】
た
め
池
が
決
壊
し
た

と
き
の
想
定
の
公
開
は
。

【
経
済
建
設
部
長
】
考
え
る
。

【
問
】
愛
知
池
と
三
好
池
の

被
害
想
定
は
。

【
経
済
建
設
部
長
】
最
大
級

の
地
震
で
愛
知
池
は
耐
震

性
が
あ
る
。
三
好
池
は
耐

震
性
が
な
く
工
事
が
必
要

で
、
決
壊
し
た
場
合
、
東

郷
町
内
の
境
川
沿
い
の
農

地
の
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
。

門原　武志 議 員

Ｑ：東郷町施設サービス株式会社の設立目的は
Ａ：公の公平性、民間と同様のサービス

三好池の堤防上から東郷町の方向を見た風景

【
問
】
組
合
へ
の
補
助
金
の

内
容
は
。

【
経
済
建
設
部
長
】（
都
）名

古
屋
春
木
線
の
補
助
金
は

27
年
度
6540
万
円
、
28
年
度

1
億
530
万
円
。
今
年
度
は

1
億
円
を
予
定
、
併
せ
て

今
年
度
か
ら
区
画
整
理
事

業
に
対
し
て
の
補
助
金
を

1
億
円
予
定
、
こ
の
事
業

も
国
の
交
付
金
を
活
用
。

【
問
】
今
年
度
を
含
め
こ
れ

ま
で
の
本
町
負
担
額
は
。

（
都
）
名
古
屋
春
木
線
の
補

助
で
約
6100
万
円
。
合
計
約

１
億
2800
万
円
で
よ
い
か
。

【
経
済
建
設
部
長
】
そ
の
通

り
。

【
問
】
ら
ら
ぽ
ー
と
バ
ス
タ

ー
ミ
ナ
ル
か
ら
栄
、
名
駅

へ
高
速
道
路
を
利
用
し
た

直
結
バ
ス
。
東
京
駅
、
セ

ン
ト
レ
ア
、
ナ
ガ
シ
マ
リ

ゾ
ー
ト
等
の
バ
ス
運
行
な

ど
民
間
バ
ス
業
者
へ
の
セ

ー
ル
ス
活
動
は
。

【
生
活
部
長
】
町
と
三
井
不

動
産
、
バ
ス
事
業
者
と
協

議
し
積
極
的
に
働
き
か
け

て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税

【
問
】
昨
年
の
状
況
は
。

【
副
町
長
】
返
礼
品
効
果
で

本
町
へ
の
寄
付
は
246
件
、

約
476
万
円
。
本
町
民
が
他

市
町
村
へ
寄
付
さ
れ
た
件

数
は
888
件
、
7930
万
円
。
町

民
税
の
減
収
額
は
約
3490
万

円
と
な
る
見
込
み
で
す
。ららぽーと湘南平塚バスターミナル

加藤　宏明 議 員

Ｑ：東郷中央土地区画整理組合への補助金は
Ａ：昨年度までに約171百万円、今年度2億円
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【
問
】「
町
長
は
、
特
定
の

議
員
に
対
し
議
員
活
動
へ

の
介
入
が
あ
っ
た
」
と
言

う
記
事
の
議
員
チ
ラ
シ
が

配
布
さ
れ
た
。
現
在
、
議

会
で
は
、
議
会
基
本
条
例

の
策
定
中
で
あ
る
。
条
例

の
項
目
の
中
に
は
、
町
長

と
の
関
係
も
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。
こ
の
条
例
は
、

議
員
だ
け
で
策
定
し
実
行

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
自
治
基
本
条
例
の

中
に
も
町
長
、
議
会
、
町

民
と
の
関
係
に
つ
い
て
も

条
例
に
あ
る
。
是
非
、
町

長
の
町
民
、
町
長
、
議
会

の
3
つ
の
関
係
に
つ
い
て

考
え
方
や
役
割
に
つ
い
て

伺
う
。

【
町
長
】
最
も
重
要
視
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
町
民

・
議
会
・
町
の
役
割
が
書

い
て
あ
る
。
東
郷
町
自
治

基
本
条
例
第
10
条
第
3
項

「
町
民
・
議
会
及
び
町
は
、

こ
の
条
例
の
趣
旨
を
最
大

限
に
尊
重
し
、
互
い
に
対

等
の
立
場
で
相
互
に
理
解

を
深
め
、
信
頼
関
係
を
築

き
な
が
ら
協
働
し
て
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。」

私
は
ま
さ
に
こ
れ
を
推
進

し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
そ
れ
に
は
、
こ
の

条
例
に
基
づ
き
正
し
い
情

報
の
共
有
が
不
可
欠
で
あ

る
。
第
10
条
第
３
項
が
正

に
そ
の
も
の
で
あ
る
。

いしい　ゆみ 議 員

Ｑ：町長の考える町民、議会、町長の役割や関係は
Ａ：東郷町自治基本条例に示されている

知っていますか。自治基本条例

【
問
】
愛
知
池
線
中
央
分
離

帯
と
植
栽
の
考
え
は
。

【
経
済
建
設
部
長
】
愛
知
池

線
は
通
学
路
指
定
。
歩
道

を
通
る
児
童
生
徒
の
確
認

が
し
に
く
い
と
指
摘
が
あ

り
刈
込
み
を
低
く
す
る
な

ど
維
持
管
理
に
努
め
る
。

【
問
】
大
型
車
両
通
過
時
の

振
動
緩
和
対
策
は
。

【
経
済
建
設
部
長
】
愛
知
警

察
署
へ
過
積
な
ど
、
取
締

強
化
を
依
頼
す
る
。

【
問
】
生
活
道
路
の
安
全
確

保
と
そ
の
対
策
は
。

【
副
町
長
】
現
況
は
諸
輪
住

宅
地
区
を
ゾ
ー
ン
30
規
制

区
域
指
定
。
対
象
区
域
は

住
民
総
意
が
必
要
で
あ
る
。

都
市
近
郊
型
農
業
の
推

進
と
そ
の
支
援
策
は

【
問
】
農
産
物
直
売
所
の

販
路
と
Ｊ
Ａ
「
ふ
れ
あ
い

朝
市
」事
業
へ
の
支
援
は
。

【
経
済
建
設
部
長
】
商
工
会

と
連
携
し
販
路
拡
大
の
追

求
。
朝
市
事
業
は
意
見
を

確
認
し
推
進
し
た
い
。

【
問
】
農
業
用
地
の
将
来
像

は
。

【
経
済
建
設
部
長
】
消
費

者
ニ
ー
ズ
を
取
り
入
れ
た

都
市
近
郊
型
農
業
を
展
開

す
る
。

民
生
委
員
制
度
創
設
100
年

【
問
】
民
生
委
員
の
現
状
は
。

【
福
祉
部
長
】
地
域
に
根
ざ

し
た
多
く
の
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

愛知署交差点に防犯カメラ設置

星野　靖江 議 員

Ｑ：愛知池線と生活道路の安全安心な道路整備を
Ａ：植栽の低刈込や振動緩和対策などに取り組む
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【
問
】
町
民
が
主
役
の
と
う

ご
う
チ
ャ
ン
ネ
ル
。
シ
テ

ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画

が
県
コ
ン
ク
ー
ル
で
特
選
、

全
国
で
入
選
を
獲
得
し

た
。
町
内
で
は
評
判
を
よ

く
聞
く
よ
う
に
な
り
、
撮

影
者
の
方
の
熱
量
も
高
い
。

次
年
度
以
降
継
続
の
考
え

は
。

【
企
画
部
長
】
町
の
取
り
組

み
、
魅
力
は
ま
だ
ま
だ
た

く
さ
ん
あ
る
。
今
後
も
町

に
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
動
画
を
作
成
し

て
い
く
。

【
問
】
キ
ッ
ズ
ペ
ー
ジ
の
入

口
を
「
東
郷
町
っ
て
ど
ん

な
と
こ
ろ
？
」
と
し
て
間

口
を
広
げ
た
ら
ど
う
か
。

【
企
画
部
長
】
次
回
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
に
向
け
て
活
用
を

工
夫
し
た
い
。 

【
問
】
自
治
体
間
連
携
と
し

て
広
報
紙
で
は
「
尾
三
だ

よ
り
」が
始
ま
っ
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
も

５
市
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
間

の
相
互
リ
ン
ク
の
考
え
は

な
い
か
。

【
企
画
部
長
】
尾
三
地
区
自

治
体
間
連
携
協
定
を
締
結

し
て
い
る
５
自
治
体
の
ト

ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
を

貼
る
こ
と
は
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら

れ
る
。
運
用
ル
ー
ル
な
ど

今
後
、
研
究
し
て
い
く
。

※
他
に
、
職
員
相
互
派
遣

事
業
等
も
質
問
し
ま
し
た
。

石橋　直季 議 員

Ｑ：本町の情報を多く見てもらうための仕掛けを
Ａ：各媒体の相乗効果で効果的な情報発信を行う

東郷町の入門書ともなるキッズページ

【
問
】
成
人
の
運
動
・
ス
ポ

ー
ツ
の
参
加
率
向
上
策
の

取
組
み
は
。

【
教
育
部
長
】
誰
も
が
気
軽

に
運
動
で
き
る
機
会
が
提

供
で
き
る
よ
う
に
、
庁
舎

内
の
関
係
課
や
関
係
団
体

と
連
携
し
て
参
加
率
の
向

上
に
向
け
取
り
組
み
た
い
。

【
問
】
Ｔ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
・
体
育
協
会
・
ボ

ー
ト
協
会
等
の
関
係
団
体

が
一
堂
に
会
し
、
相
互
に

連
携
し
て
行
く
考
え
は
。

【
教
育
部
長
】
町
内
の
ス
ポ

ー
ツ
団
体
、学
識
経
験
者
、

関
係
行
政
機
関
の
方
々
と

年
度
内
に
組
織
化
し
ス
ポ

ー
ツ
推
進
計
画
の
進
捗
管

理
を
諮
問
機
関
で
立
ち
上

げ
重
要
事
項
を
総
合
的
に

推
進
す
る
た
め
調
査
審
議

の
お
願
い
を
考
え
て
い
る
。

【
問
】
町
民
レ
ガ
ッ
タ
参
加

者
数
増
加
の
取
組
み
は
。

【
教
育
部
長
】
各
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
に
対
し
大
会
情
報
の

提
供
を
行
な
い
ボ
ー
ト
教

室
の
参
加
者
、町
内
企
業
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
教
育
関
係
団

体
等
に
大
会
参
加
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
て
い
き
た
い
。　

【
問
】
町
民
ニ
ー
ズ
の
高
い

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

【
教
育
部
長
】
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
大
会
は
誰
で
も
気
軽
に

参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で

あ
り
、
Ｔ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
主
催
で
検
討
す

る
。

議 員近藤　鑛治

Ｑ：東郷町スポーツ推進計画の今後の取組みは
Ａ：年度内に諮問機関の立ち上げを考えている

役場から境川につながる
ウォーキングロード
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一

般

質

問

國府田さとみ 議 員

Ｑ：いじめ防止基本方針からの具体的な施策は
Ａ：相談体制整備や教員研修、広報・啓発など

【
問
】
相
談
体
制
整
備
は
。

【
教
育
部
長
】
担
任
と
養
護

教
諭
の
連
携
協
力
。
ス
ク

ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
２
名
、
各
中
学
校
に
心

の
相
談
員
、
６
小
学
校
に

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

２
名
、
各
中
学
校
に
１
名

配
置
。

【
問
】
教
員
の
資
質
向
上
研

修
の
実
施
状
況
と
計
画
は
。

【
教
育
部
長
】
各
校
生
徒
指

導
教
員
研
修
会
、
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

に
よ
る
生
徒
支
援
対
応
力

ア
ッ
プ
の
研
修
、
人
権
指

導
者
研
修
会
、
県
教
員
セ

ン
タ
ー
講
師
と
し
た
個
別

研
修
等
の
実
施
。

【
問
】
ネ
ッ
ト
い
じ
め
に
お

け
る
取
組
み
は
。

【
教
育
部
長
】
警
察
や
Ｎ
Ｔ

Ｔ
等
を
講
師
に
、
ネ
ッ
ト

や
ス
マ
ホ
の
危
険
性
を
伝

え
て
い
る
。

【
問
】
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ

シ
ー
に
関
す
る
取
組
み
は
。

【
教
育
部
長
】
現
在
は
学
習

指
導
要
領
に
な
い
の
で
国

か
ら
の
具
体
的
な
取
組
み

提
示
を
待
つ
必
要
が
あ
る
。

就
学
援
助
費
に
お
け
る

入
学
準
備
金
に
つ
い
て

【
問
】
国
の
要
保
護
2018
年
度

新
入
生
へ
の
対
応
に
準
じ

て
準
要
保
護
者
へ
の
支
給

時
期
を
小
学
校
入
学
前
に

前
倒
し
支
給
は
可
能
か
。

【
教
育
部
長
】
対
応
に
つ
い

て
近
隣
市
の
動
向
も
含
め

研
究
中
。

東郷町いじめ防止基本方針

第８回議会報告会・意見交換会
　平成29年６月11日、８回目となる議会報告会・意見交換会を開催しました。各
常任委員会、議会基本条例に関する小委員会、予算特別委員会の報告、質疑応答の
後、意見交換会にて参加されたみなさまから多くのご意見をいただきました。

参加者からの主なご意見
〇名鉄バス運行の空白時間帯に巡回バスを運行させれば、相乗効果が見込めるのではないか。
〇道の駅の事業はどこまで進んでいるのか。
〇次回の報告会から、事前に質問を募集し、答えも準備したらどうか。

貴重なご意見を多数賜りました。今後の議会運営の参考とさせていただきます。
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　平成29年₄月10日に、石橋直季議員を請求代表者とする₈名の審査請求者から提出された審査請求書に
基づき、₄月11日以降計₄回の審査会が開かれました。
　₄月25日に審査結果報告書が提出され、₄月26日に被請求議員に対し審査結果通知書が通知され、₅月
19日、被請求議員から弁明書が提出されましたので、東郷町議会議員政治倫理条例施行規程第22条１号の
規定に基づき公表いたします。

●審査について
　・審査の対象となる議員：井俣 憲治　議員
　・審査結果：東郷町議会議員政治倫理条例施行規程第15条による「口頭注意」
　・審査会の意見：井俣議員が発行する「いまたけんじ議会報告」において、町指定管理者である東郷町

施設サービス（株）が「“ピンハネ”しているのです。」と誤った表現かつ不穏当な言辞を用いたことは、
東郷町議会議員政治倫理条例第₃条第₁項第₁号及び第₃号に違反する行為であったことを賛成多数
で認める結果となった。

　審査内容の詳細および弁明書の全文は、東郷町議会議員政治倫理条例施行規程第22条第２号の
規定に基づき、ホームページにて公表を予定しています。

●政治倫理審査会とは
　東郷町議会では、議員の人格と倫理の向上に努め、公正で開かれた町政の発展を寄与する事を
目的に東郷町議会議員政治倫理条例を制定しています。
　審査会は、当条例に基づき設置されているもので、申し合わせにより₂年任期・₈名で構成さ
れており、28年度までは議席番号が奇数の議員が、29年度からは偶数の議員が委員となります。
　条例に定められた₈つの政治倫理基準（第₃条）および請負契約などに関する遵守事項（第４
条）に違反する疑いがあるものと有権者の100分の₁以上の連署もしくは議員定数の₂分の₁以
上の連署により審査請求されたものについて、審査請求の適否または倫理基準に違反する行為の
存否について審査されます。

（東郷町議会議員政治倫理条例より要約）

●井俣憲治議員の弁明書

　「いまたけんじ議会報告」において「いわばピンハネ」との記載につき、発信した単語が不適切
であったと反省しています。以下の点につき弁明します。

１、審査請求者₈名（石橋　直季 請求代表者・若園　ひでこ 政倫審委員長、加藤　宏明 政倫審
副委員長、箕浦　克巳 議長、水川　淳 副議長、加藤　達雄、近藤　鑛治、星野　靖江 各議員）
の内、₆名までが審査委員（太字）と同一人物です。裁判に置き換えた場合、原告と裁判官が
ほぼ同じであることが、公正公平と言えるでしょうか。また、公平中立である箕浦議長が請求
者となることは違法性の疑念もあります。

２、「入札業務の発注者と落札者が実質同一という事実」を住民に知らせることは、次期指定管理
者の指定とは何の関係もなく、次期指定に関し、排除等の働きかけに当たる、としていますが、
何ら明らかにされていません。

３、東郷町議会がすべき住民福祉向上に向け真摯に取り組んで行くことができる環境の構築、行政
に対する審査機関としての独立性が何より大切であると考えていることを改めて訴えさせて頂
きます。

※本文は、提出された弁明書を議会だより原稿として本人が要約したものです。

東郷町議会議員政治倫理審査会が開催されました
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スマホで議会を！

　東郷町議会では、平成25年第２回定例会
（６月議会）から一般質問を、平成26年第２
回から常任委員会審査を、youtube（イン
ターネット無料動画サイト）にて配信して
います。
　ご自宅で、お手元で、東郷町議会を「傍
聴」できます。

ぜひ、議会を身近にお感じください。

ＱＲコード読み取りアプリで東郷町議会録画
映像配信のページを開くことができます。

（会議動画配信）

議会だよりは再生紙を使用しています。

　

今
号
か
ら
、
全
ペ
ー
ジ
が
新
し

い
委
員
の
手
に
よ
る
発
行
と
な
り

ま
し
た
。

　

議
会
広
報
は
、
よ
り
多
く
の
方

に
手
に
取
っ
て
い
た
だ
き
、
ペ
ー

ジ
を
開
い
て
い
た
だ
く
こ
と
を
一

番
に
心
が
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
、
不
慣
れ
な
中
で

す
が
、
少
し
ず
つ
進
化
成
長
で
き

る
よ
う
工
夫
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
だ
よ
り
だ
け
で
は

な
く
、
時
代
に
即
し
た
手
法
で
の

広
報
広
聴
活
動
も
今
後
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

お
気
づ
き
、
ご
意
見
な
ど
あ
り

ま
し
た
ら
ぜ
ひ
、
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

（
広
報
広
聴
委
員
長　

水
川　

淳
）

●
8
月
16
日
㈬
午
後
3
時
ま
で
に
受
付
け
た

請
願
・
陳
情
は
９
月
議
会
の
審
査
対
象
と

な
り
ま
す
。（
議
会
運
営
委
員
会
で
上
程

判
断
さ
れ
ま
す
。）

８
月
28
日
㈪	

開
会
（
議
案
上
程
）

９
月
１
日
㈮	

一
般
質
問

	

４
日
㈪	

一
般
質
問

	

５
日
㈫	

一
般
質
問

	
	

議
案
質
疑

	

７
日
㈭	

決
算
特
別
委
員
会

	
８
日
㈮	

決
算
特
別
委
員
会

	
12
日
㈫	

総
務
経
済
委
員
会

	
13
日
㈬	

文
教
民
生
委
員
会

	

21
日
㈭	
閉
会
（
討
論
・
採
決
）

平
成
29
年
９
月
定
例
会
の
日
程

編
集
後
記

すべての議会役職が
　２年任期になりました
　４月10日開催の全員協議会において、
全員一致で役職任期を２年としました。

などの理由から改善しました。

•委員会等で十分な研究のもと、一層
慎重かつ闊達な議論・審査ができる。
•一部事務組合の議員任期と整合する
ことにより、議員の役割の平準化が
はかれる。
•県内の町村議長の多くが２年任期で
あり、議会間のより密接な連携が期
待できる。

委
員
長	

水
川　
　

淳

副
委
員
長	

石
橋　

直
季

	

新
家　

光
江

	

加
藤　

達
雄

	

加
藤　

宏
明

	

加
藤　

啓
二

	

若
園　
ひ
で
こ

	

箕
浦　

克
巳

広
報
広
聴
委
員
会

表紙の写真
今号から表紙写真を

「まちではたらくひと」
というテーマにしました。

　今回は春木台で造園業を営む水
野さんです。
　これからもまちで働くみなさま
を、議会だより
の「顔」として
ご紹介させてい
ただきます。
　自薦他薦を問
いません。情報
のご提供をお待
ちしております。
東郷町議会　議会事務局　☎ 0561-38-3111


